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“気に病む"の意味用法を中心にー
戸田利彦
1 はUめに
『感情表現辞典J(中村 明者 東京盆出版 1993)では、日本簡の感情表現を、
喜怒哀怖裂好厭昂安驚の!o鎖及びそれらの複合感情に分類してい
るが、この分類法によると、"気に病む"は、 a怖[こわいふるえる 心細いl'に
属することになっている。この類に分類されている他の単純筒の「気jの慣用表現は
“気を呑[欽]まれる"“気を操む""気になる"の3例である.
ζの他、“気にする"“気にかける"“気で気を病む"なども類愛表現としてあげら
れるが、これらの中で“気に病む"は 「悩みJの程度という観点からは、“気にかけ
る開"気にする"よりも上位、"気に病む"の強開表現としての“気で気を病む"より
も下位に位置付けられると雷えよう。その意味で r，c配jよりも「苦悩Jに近い。ま
た"r病むJという尚を償周表現の構成要紫として持つ“気に病む""気で気を病む"
は、"病は気から"という鯵があるように、「気Jそのものを病むことによって、心が
恒常的に異常をきたし元気のない状態にあることを示している。したがって、その状
態から脱するには、 "気は持ち線"という曾策があるように、自ら自己を厳舞したり
他者から滋励されたりしながら、「気Jを正常にしていく必要がある.それによって、
「心Jも活性化される。「すんでしまったことを気に摘んでも仕方ない」という表現は、
他者。自己が主体の悩みを相対的に瑛末化することによって、主体を激励したり後舞
したりして「病んだ気Jを正常に戻そうとする行為と捉えることも可能であろう。
尚、用例の開査によって、“気に痢む"に対して 気を病む"という表現も散見さ
れることがわかった。 M 気で気を病む"と問機に、意味的には本来は「病むJの前は
対象を示す「ヲj格となる。しかし、一つの慣用表現として 表現金体として対象を
示す「ヲ」絡が必要とな旬、量複を避けるため、匂中の「を」ほ「にjになったと考
えられる.したがって、表現金体としての対象を示す必裂がない場合あるいは直前に
理闘を示す表現がある場合は、“気を痢む“が使用されると脅えよう.
前者の具体例として次の用例があげられる。
博子はじっと探るようにF=Dを見ている。だが.F"Oは、女性にみつめられるこ
???
とには慣れているのだ。「それだけですjと肯いて、「あなたがあまり気を病まな
いようにとも、おっしゃっていましたJr家の中で人忽しがあったの仁?舞理で
すわJと博子は苦笑した。「あなたも充分気を付けて下さいJF=Dは真旗で曾った。
(赤川次郎 『冬の旅人J角川省庖 l鈍均)
ここには、「病l>Jの対象が示されていない。
後者の具体例として次の用例があげられるe
「ねえ‘船長さん.この船は一体どこへ行〈の?J rぞれじゃ。わしもそのことで
主主土生でいる。それに答えるのはたいへんむずかしいことなのじゃJfどうして
そんなにむずかしいのヲJ(北社夫 『船乗りクプクプの冒険』角川書庖 1969) 
ここには、「そのことで」という表現で直前に「病むJ理幽が示されている。
以上の気付きに基づき、「主体の苦悩Jr'L:、の恒常的異常Jr主体の悩みの相対的現
末化Jなどの路によっで適確な愈味の配述をし、また、用法上の制約の符磁を脱明 t
ること場開T般ではないかという仮鋭を立ててみることから本研究を始めた.
そこで、本稿では、日常生活において使用されることの比較的多い感情表現である
i気に病む"を取り上げ、主要な辞書における意味の記述を確包したよで、 実際の用
例を受理し、'lr.味用法の分析記述の結果を報告することを目的とする。
2 _辞書にお付る意昧の配述について
ここでは、静曾における M気に病む"の意味の配述を考察しておくことにする.
(l) r国商大辞典第ー版J(尚学図書編集部縮 小学館 1田1)
心にかけていろいろ心配する。苦労に思う。常盤津三世相錦繍文章一序「十
九や二十は、箸の舷んだ事も気に病むものだカリ
(2) r広務苑第五版J(新村出編岩波書后 1田8)
くよくよと思い悩む。「些細なことを一一性格」
(3) Ts本路大辞臭第二版J(梅悌忠夫金図ー春彦築倉鴛議 日野原lIt明監修
M駁祉 1銃弾5)
「気にするJと同意。(気にする い配する。也、にかける。気に病む。 w。πy)
(4) r学研国賂大辞典第二版J(金困ー春彦池図弥三郎編学習研究社 19部}
{句) [ちょっとしたこと〕を心配して悩む。 「噂を一一 む」
四つの辞智容における意味の配述は、表現上の多少の遣いはあるが、本質的には同じ
と雪ってよかろう。 {川が“いろいろ心配するぺ (2凶霊“思い悩む"、 (3)が“-L-配する"、
14凶，.心配して悩む"と 要するに、 「心配 悩み」という感情を配益している.し
かし、個々の配述をみていくと微妙な差異が見られる。 131のように、「気にする」と
同意'"悲しているもの.(2X4)ように--(よ〈よと"“ちょっとしたことを"という
(2) 
表現で「主体への叱堵Jr悩みの務末さ」も記述しているもの、{川のように“苦労に
思う"を用いて「悩みの大きさ」を記述しているものとい9たように、細かい点にお
いてはすべて異な9ている。
また.r心配悩み」の要因については、いずれも特に配越はない。
以よの四つの辞書における“気に病む"の意味の記述を考察して、まず気付〈のは、
感情の寵述が「気にするjと同意となっているものがあることである。また、慮情の
要因が金〈記述されていない点である。さらに 感情そのものについて必ずしも適確
に記述されていない点である.r過去や現在における自己に対する失態あるいは他者
に対する被害の意識」を核に感情の要因を、「主体の苦悩Jr心の臣常的薬常Jf主体
の悩みの相対的到来化」を中也、に感情を舵述する必要があるのではなかろうか。
以上の考察を過して、 M気に病む"の意味の紀述に関して次のような繰題を指摘す
ることができょう。
① M気に病む"という感情の要因として具体的にどのようなものがあり、それらは
それぞれどのように配速するとわか旬やすいか。
②“気に病む"という感情はどのようなものであり、またそれぞれどのように犯述
するとわかりやすいか。
3.意味用語白骨祈
3.1周例
①学校は貧弱で、道路はお粗末でした。私i玄、寂しさと務胞のために自殺を考えたこ
ともありました。とても成功ほおぼつかないように見えました。生きがいなどありま
せん回毎朝 目がさめることも、人生に向いあろことも恐ろし〈 あらゆることを主
主盟主でいました.車の月掛抱えな〈なるのでは紺の支払いはどうしよう 食
事代に事欠くのではあるまいか .(Dカ←ネギー/笹山 晶駅 「避は開ける』創元
社暮らしの手帖社 1959)
@つい今しがたみんなで舗を埋め、首領の家を出て来た出合頭に、竜二にあったのは
まずかった。手こそよ〈洗え、務ているものや体のどこかに唱血がついてはいないか
臭気が移っていはしないか、豊は犯行直後に知人に会った犯人の目色を、自分の自が
示していはしなかったかと気に病んだ。第 、ここの小路から畳がこの時刻に出て来
たととを、母に告げられるとまずいことになる。 t度は全然別の主人と鎌倉へ行ってい
た筈だからだ。(三島由紀夫「午後の曳航j講談社 1963) 
③先月のおしまい嘆に町内のお年よりが有志?温泉への慰安旅行をするからお宅のお
ばあちゃんも行きませんかというお緩いがありました.体のことが心配で、おばあち
ゃんがお世話になっている先生に伺いますと、高血圧といっても心配するほどのこと
( 31 
ではなし ~I:童主ために血圧が上がることが多いのだから行きたい気持ちになれば
行かせた方がいいとおっしゃって下さいました。(徳氷畳『老人の心理~お年よ"
をよく理解するために-J中央法規出版 1978) 
0)[今度の件は見嫁だったなあJrいいえ 。訟の無能のせいですJrそんなことはな
い。稚も君を資めたりはしないよJr私はここの書傷責任者でした.盗難に遭ったの
は、任務の失敗に他なりませんJrそれほそうかもしれないが君だって.危うく命
を稽とすところだったんだ。みんな同惜しているよ.あま旬気に病むことはない」正
実は震々しいロ簡で、「私はいっそ死んでいればよかったんですJr馬鹿なことを!J 
浜本は怒ったようなロ鯛で、「死んでどうなるというんだね?J (赤川次郎 Tひまつぶ
しの殺人』角川容底 1蝿4)
⑤「いいかいJクリスはおんぼろのカード テープルに身をのりだした。「おれたち
が死体をみつけて知らせるのさ?ニュ スに出るぜえ!J rどうかなJパ-/は明ら
かな前曹徹回を雷った。「ピリーにおれがどこでネタを仕入れたか知られてしまう。
おれ、めためたに限られて死んでしまうよJrいや、そうはいかない」わたしは曾っ
た。「なぜなら、その子を発見するのはぼくたちで、かっぱらった車に乗ってるピリ
ーやテャ リ ホ ガンじゃなしゅらだ.そうなれば彼らだってもう〈よ〈よ主
に病む必要がなくなるJ(スティーヴン キング/山闘順子訳『スタノドパイ ミ
ー』新潟社羽田)
@これが対人恐怖症の人のごく一般的な症状なのである。ある若いピジ不スマけま人
に話しかけられると、即座にてさわよ〈返夢よることができないことをひどく気に病
んでいた.r返事をすると声がふるえてしまうのです。そこで人に声をかけられて、あが
ってしまうことをひどく恐れるようになりました。」と彼は悟るのだった。(木村 駿
『人前で本番であがらない心理学』日本実業幽版社 19剖)
①「ずっと考えていたんですけど よ〈分からないんですj声のどこか切羽詰まった
容さを感じて広瀬は強くて明るい戸を出す。 f気に病むな。いつか思い出すこともあ
る」禽星は批笑みかけたが成功しなかった.r高夏、考えても仕方ないJr思い出さな
きゃ、いけない気がするんです。急いで思い出さなきゃ、何か取り返しがつかないこ
とが起こるような気がグる J (小野不由美「魔性の子j新潮社 1991) 
@r倭はむ配でたまらない.ゴートン君からもジャック君に聞いてみてくれないか。J
ゴートンは、プリアンの肩に手を置いて雷った。「何か子供っぽいいたずらを気に病
んでいるんだよ。そっとしておいてやりたまえ。jプリアノもゴートンの曾業に従う
ことにした。仕事が忙しくなり弟のことをかまってはいられな〈なったのであった。
(波多野完治『十五少年漂浪記」新潮社 1凹2)
⑨とらわれない身近な例として体のことを考えてみましょう。健腐な人なら聞や.c崎
や腸や腎臆など、ふだんどこにあるか、ち.んと動いているかなど金〈気になりませ
(4) 
ん。それがどこか体の一部に痛みが生じたりすると、そζが気になりだします.今ま
で1'1もしなかったのが、痛みが生じたことでとらわれる.気になる、ということにな
ります。体で曾えば、その気になる総分が悪いということで、 不健康な状態をあらわ
します。(中崎)もちろん、悪いζとばかりしていて‘ 一向に反省もしないというこ
とであれば、ぞれは人間として失格ですから、始めから阪になりません.しかし、悪
いと思い込んで気に病んでしまうのではな〈 、ぞれはそれでそのまま包め、それに也、
をとらわれないようにすれば、そこから前進することが可能になって〈るのです.
{多胡錫 1まず動<J潟木管房 1閉め
曲むしろ、悦子のほうが死にたいほどに辛い思いをした。夫に先立たれ、その傷も纏
えないうちに母をもってかれる.神様というものはずいぶんと残酪なことをするもの
だと、恨んでも恨みきれない恩いだった。織江も、そのことだけは気に病んでいた.
聡明な人だったから、自分の死織を隠ってきた。つきそっている悦子の手を猛って、
何度か宵ったことがあるo (宮部みゆき 『レベル7J新姻社 1993) 
⑪予言をするのなら、何年何月何回何時、これこれこういうことが起きるけれどこう
すれば大丈夫だ、という対処法まで冒ってほしい。ぞれが予智者に対して最も望むと
ころであり そこまで曾えないのなら余附な事は曾わないでほしい。秘はノストラダ
ムスがハッキリ曾ってくれないことに腹を立てながらもl四9年の7月のことを気に病
んでいた.小心者の母も予雪を恐ろしがり、 r1999年なんて、私しゃもう出歳ぐらい
になっているから死んでも悔いはないけれど、お鋤ちゃんやももこはまだ若いからか
わいそうだよjと訟や紡のことを嘆いていたo (さくらももこ 「まる子だったj集英
社 l田7)
⑫ fそうしますと、主客合わせて+三人ということになりますけど、それでよろしい
のでごさいましょうかJrあら、まあ、おっほっほJ陽子は、はじけるような笑い声
をたてると、「三枝子さん、あなたみたいな若いひとが、そんなこと気にやむなんて
おかしいわよ.まさか本気でそんなことをいっているんじゃないでしょうねJrはあ
Jと、三枝子が返事に廓してもじもじしていると、「なにも心配することはない
の.とにかくあたしのいうとおりにしてらようだい。それにあたしはこのとおり体が
不自由でしょう.だからあたしにかわってあなたに女主人公の役をつkめていただこ
うと思っているのJ(機構正史 『七つの仮面j角川容庖 l田8)
⑬「今後の野球人生はどうなってもいいo!要が砕けても出たかった。JPL学園戦。ナ
インからも腰のこどを心配された。だが、後藤にとっては、つらいプレーが続いた。
2図夜、稲留のセム〆ターライナ で、中堅手加藤からの本旦送球をカ γ トする。走者
は生理。「ランナーを見ていなかった。相手が相手なんで気合が入りすぎていたし、
緊慢もしていたoJ得点された後.r今のはカヅトする球じ中ないリと小山に者われ、
しまった、と恩った。もっとも.カ γ トしないで見送ったらアウトになっていたかど
(5 ) 
うか、後妙なタイミングではあった.送球した中堅手の加磁も「送探する隠聞にこれ
はセーフかなjと感じていた.投げるときにステ γプしすぎたという自覚もあって.
後藤のプレ を ~U:盟主、試合中も思い返していたのである. (r朝日グラフ』朝日新
開栓 1目的
@二十代後半の男の姿に化身した幻獄王は、勝かに答えてから、再ぴ溢れた膏年の震
を指先でぬ〈い、もう一度ロを開(f客約した雷牙王と死に別れたのは確かに光王の
不幸だっただろう.だが愛したことまで不幸だと思っていなかったはずだ.でなきゃ
あそこまで必死に失せし益法を探すワケねーもん.宮牙王も少しして頭が冷えればち
ゃんとわかったハズさ。だからいつまでも主主型企だ旬せず、あんたは早〈体を拾し
なってJ水に濁らしたタオルをアークの額にのせた手は本来の体温を取り戻していな
い.(槍守防生『やさしい竜の殺し方』角川書庖 l田8)
⑮わたしは終生、わが母のからだのあたたかさに触れることな〈、生をとじるのだ.
「これも母親の仕撲だとしたら、ひどいもんだJfどうなのかわからないよ。自分でこ
ろんだか何かしたのかもしれないしJfいままできいちゃわるい気がしてきけなかっ
たんだけど、おかあさんの足 J fあ、そうよ。これはせっかんの後遺症ょ」左側の
股関節と擦の骨が変形していて、わたしはすこし敏行する。若いうちはずいぶん気に
病んだものだが。(下図治美 『愛を乞うひと』角川笹庖 沼田)
⑮「だからあいつは、女じゃねえってjスセピが慰める。 「あいつは鬼神だ。一対ー
で負けたからって 気に病むことはねえぜ。それより早〈立ち重ってくれねえと、俺
たちが困るJf済まん 。おまえには命を助けられたーーJ(吉岡 平 『旋風のカガ
リj富士見書耳 1999) 
⑪「あの人 助かるでし ょうか ? J r大丈夫。きっと助かるよJその刑感は涼
介を力付けるように飼いてよこしたが、線拠があっての雷葉ではない場は、後に緩い
た台詞で明らかだった。「それに もし不運な事になったとしても、それは君の責
任ではない。気に病む穆はないんだよ」理屈としてはそうだ.だが、人聞は理屈だけ
で動くわけではない。もしあの男が死んでLまったら、あの男の家擦は涼介の事をど
う思うだろう。直接の関わり合いはな〈とも、恨めし〈思うに違いない。涼介自身で
さえ、ある種の後ろめたさを感じずにはいられないのだから。(高畑京 郎『ダブ
ルキャスト上」角川寄宿 2α淘)
骨「だけど、ぞれなら身内でかたをつけろってんだ。貌子嘘噂に巻き込まれるのはこ
っちはいい逮悪なんだぞ.おれとの試合を盲いつけられたダルトンっていう兵士もだ。
いい面の皮じゃないかJfまったくだ。しかし、その点に関しては主主盟主こともあ
るまいJ手を抜くまでもな<.お前にほ勝てないだろうと雷うのである.王女はちょ
っと笑った.(茅凶砂胡『王女リング』中央公詮新枇 2000) 
@f我々がエァタを狩クラプに入れないことを、まだ気に病んでいる 1 しかし、要す
( 6)
るにー彼を見ればーJrあのー」ハリーはニックの意味ありげな目つきを見て、あわ
てて切り出した.rニγクはとても←恐ろし〈て、それでーあの J rlまはん!Jパト
リγク卿の首が叫んだ。「そういえと彼に頼まれたな!J rみなさん、ご静織に.ひと
ことわたしからご後拶をリ IJ.Kローリング/松岡佑子釈『ハリ ポツターと秘
奮の鯨摩』脅山社 2仮泊)
骨「ぼ〈もまさかとは恩いますけど、その場合、垣ー郎さんが測にいて〈れれば簡単
に犯人の見当がつ〈。大事を取ってるんですJrあの子が気にしないかな.俺に嘘を
ついたのを主]三重土でいるんだろう?J (高儲克彦『ドールズ 閤から招〈声J角川i
轡庖 2叩l)
@そもそも保障の目的で加入した人なら、利回りが低くてもかまわないだろう。中に
は、雑箆などで饗老保険も低金利だと知り、加入は失敗だったろうかと里E盟土でい
る人もいる.Ir彦経新聞』産経新聞社 2叩1)
@喝の具合が良くなかった.呂布が益率から翁を投げつけられたことも、耳に入って
しまったようだ.呂布と益阜の聞がどうにかなってしまう、ということを心配してい
るのは確かだった。「あたしが悪いのです。あなたのような将軍が、側室の二人や三
人は持っているのが当妹なのに、つまらないことで気に病んでしまって」呂布の翻を
見て、積はしばしば弱々しくそんなことを曾った。(北方種主 「三国志ニの巻参
旗の皐j集英佐 2曲。
@r病気といっても重病ってわけでもないでしょう。父親なんて思いのほか役立たず
なものだし 子供の方も最初から父貌がいなければ、別にそれを不自然kも恩わず平
気に生きていくし、女性は子供が一人いれ"案外満たされて暮らすものですよ。少な
〈とも子供というのは自分の人生の宵い釈には充分になりますから.朋美きんを見て
いてもそう思いますね。もしあなたが=人のことで気に翁んでいるとしたら、それは
取り越し苦労だという気がしますけどJ(白石一文『僕のなかの壊れていない部分』
光文社 2ぽ削
骨気にかかっていることがあった。京都のときと同じことが繰り返されるのではない
か。どヴして香澄が、 ー時的な別れをそんなに主主盟主のかわからなかった.ひょっ
として彼女のなかでは、不在と授失の巨別がつかないのかもしれない。だから別れる
たびにすべてを失ぃ、その都度、最初からやり直さなければならないと思ってしまう B
それならずっと 絡にいればいいのに。{片山務ー 『満月の夜、モピイ デイツクが」
小学館 2α12)
@rサルベーンですって今j思わず戸が漉くなる。「あいつが緒なんですか」そう
いえば彼も礼拝に姿を見せていない。彼にはそんな義務はないのにラクリゼや自分
と岡じように.一日三回、必ず礼拝に参加していた。彼は目立つので.いないとすぐ
にわかる。「おそらくこ人で、婦らぬミネアを探しに行ったのだろうが あの嵐だ
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ったからな。還が悪ければ J雷繋を切ったクナムの額は、よ〈見れば脅ぎめてい
た.儀式の袴はいつもと変わりなかったが、やはり平静ではいられ倫らしい。それど
ころではないkいうのに レイ..y;，は少しほっとした。ラクリゼが、父に雛われてい
ると主主塑主でいることをよ〈知っていたからだ.(須賀しのぶ 『女神の花嫁』集英
社制3)
骨何、本当に妙なことを易くねあんた.その皮剥ぎの織がさ 己の旋まれるのを主主
型企で 河原から身を投げて死んだんだと曹うんだな。でもって死んでから提馬に生
まれ変わった.(京極夏彦『巻鋭百物符』角川書庖 2ぽB)
@え 9そりゃ柳に肝ァ立てたンですよ。だって笹通そう思うじゃありませんか.子供
死んだのは柳の所為で御座ンしよう.ぞれを気に病んで女房も、下女までも死んじま
ツた。凡ての不幸の元凶は柳で御座〆しょう。朝晩お神酒よげて、盆若手れ正月にご縫
走上げて そんなに鎮め穆って、その挙句がこの仕打ちですから.販に来ましょう。
思を仇で返すとか気持ちの問題とか、そういう筒じゃアないですよ。(J京極E彦「巷
説百物蹄j角川書庖笈氾3)
@怠は神経質で細かいことまで里1三盟主タイプ.[気にするな伊jといつも後抑しし
てくれる主人に見守られ、どうにか生きてこられたような気がする。ところが最近似
夫の方が「どうなるんじゃろう.このままではわしらの方が先にいくで」と雪いだし
た。訟はもう少しだけ、今の仕事を続けたい.がんばれるだけがんばって、疲れたら
鱗二の人生をゆっ〈り歩いていきたい。「あなたこれからもよろしく、すばらしい人
生にするために J ([ゆ回新聞』中国新聞社 2αぉ)
3.2 意味
①-@の用例に共通しているのは、苦悩し，心が恒常的に異常をきたしている状態を
示していることである。
①~申は原図として"過去や現在における自己の曾動に対する失態あるいは他者の
曾動に対する被害の怠織"があげられる.その意餓を生み出した宵動(他者の曾動に
は謀長を付記)を具体的にあげると以下のようになる。
①人生の進路に関して今回の判断をしたこと
喧竜二と出会い頭に会ってしまい血の付港臭気 回色などに気付かれてしまった
かもしれないこと
喧禽血圧なのに温泉に行こうとするとと
@:盗錐に遭い密備貧佳を十分に果たせていなかったこと
⑤事をかっぱらい犯人と恩われること
@人に話かけられて即座にてぎわよく返事ができないこと
①何語、取り返しのつかないことが起こる可能性があるのに大切なことを思い出せな
(8) 
>，こと
喧河可か子供っぽいいたずらをしたこと
@悪いことばかりしていること
⑩悦子に辛い思いをさせてきたこと
⑪後ノストラグムスがI田9年の7月の人類滅亡を予雪していること
⑬媛主客が合わせて十三人になること
⑬投げるときにステップしすぎたことと後藤が本且送球をカ γトしたこと
唖〉沈王を智約した雷牙王と死に別れさせてしまったこと
⑮折橿の後遺症で少し披行すること
⑮女とー対ーで戦って負けたこと
⑪あの男を劫けられなかったこと
⑮楽観子町童館が自分をも巻き込むこと
⑮説話彼らがニックを符クラブに入れないこと
晶嘘をついたこと
@低金利の饗老保険に加入したこと
@※将寧の呂布が側室を二、三人持っていること
骨自分がいないことで朋美や子供が苦労すること
@ー時的に別れること
@※父が自分を織っていること
@*他人が自分を蔑むこと
@※榔が子俄を死なせてしまったこと
申自己や他者がある震動をとること
また、 「あまり気に病むことはない((j))Jr気に病むな(⑦)Jr気に病んでしまう
のではなく{⑤)Jr気に病むなんておかしいわよ(⑫)Jr気に病んだりせず(⑪)J
「気に病むことはねえぜ(⑮)Jr気に病む事はないんだよ(⑫)Jr気に鋼むこともあ
るまい(⑮)Jr気に病んでいるとしたら、それは取り越し苦労だ (@)Jrどうして~
そんなに気に病むのかわからなかった (@)Jのように、「気に病むjことを他者が否
定する表現によって主体の悩みを相対的に積末化し滋励するニュアンスが生じる。
「つまらないことで気に病んでしまって (@)Jのょっに、「気に病むJことを自己が
否定する表現によって、主体としての自分の悩みを相対的に繍末化し、鼓舞するニュ
アμスが生ヒる。
以上、“苦悩しむが恒常的に拠常をきたしている状態"の原因として特骸的なのは、
すぺて人間関係にかかわるものである点である.“気に病む"の意下康としで、"過去や
現在に必ける自Eの言動に対する失態あるいは他者の言動に対する彼警の意織が原因
となって、苦悩し也、が恒常的に奥常をきたしている状態を示す"占があげられよう。
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特に、「気に病むJこkを否定する表現がよく使われ その際は、主体の悩みを相対
的に斑末化することで、政曲したり鼓舞したりするニュアノスが生じる。
3.3 用滋
3.3.1 文型
文君臨に関しては、いわゆる感情形容開と同様であり、「ダレグレは/も一一一.Jと
なる.ダレダレ"は基本的に 1人称となる。過去形の場合(艇鴻など)は3人称
も可能である。直前に...+を((玖叡:!))"すなわち対象を示す格助関の「をjが使
用される場合や“ +と(喧疋減量)"すなわち心中文と格助聞の「とJが使用される
場合が多い。“ +で(霊担事>)"すなわち絡助翻の「でJが使用される場合もある。ま
た、“ひどく(⑤)"“ずいぶん(骨)"“そんなに(@)"といった程度の大きさを示す
表現や“〈よくよ((l))"といった元気のない様子を示す表現や“いつまでも(@)"
uまだ(骨)"といった時間に関わる表現と共に使用されることがある。凪神経質で細
かいことまで(@)"のように感情というより性格的な特徴を示す表現と共に使用さ
れることがある。
3.3.2 文法
文法に関しては以下のような表現は可能である。
連用修飾を受けうる
運休修飾句に立ちうる
否定の表現をとりうる
名問句に転換しうる
ひど〈気に摘む/<よ〈よと気に病む
気に痢むこと
気に痢まない
気病み
しかしながら、全体としては必ずしも自由度が高いとは雷えず 以下のように制約
が多い点にも注意が必要である。
遺体修錦を受けえない キ私の気に病む
句中に適用修飾阪を挿入しえない *気に非常に病む
受身表現をとりえない *気に病まれる
4. r軍に痛む」の意味用法
以よの考察結呆に基づき、ここでは"気に病む"の意味用法をまとめてお〈ことに
する.
〈意味〉
意味は、苦悩し也、が恒常的に異常をきたしている状態を示す。その原因としては、
“過去や現在における自己の言動に対する失憩あるいは他者の冨動に対するも皮客の意
( 10) 
段"をあげる ことができる.特に、「気に摘むJことを否定する表現がよ〈使われ、
その際は、主体の悩みを相対的に讃末化する ζとで、激励したり鼓携したりするニュ
アンスが生じる。
〈文型〉
「ダレダレは/も+(A) + (B) +一一一一。」
Aには“ +を"のように格助闘の「を」や""，+と"のように心中文と格幼Piの
「とJが使用される場合が多い.また、引こは程度の大きさや元気のない様子を示す表
現や時間にかかわる表現が使用されることがある。
〈文法〉
迎用修飾は、“ひどく気に病む"“くよくよと気に病む"のように受けることが可能
である。退体修飾句に立つことは、“気に病むこと"のように可能である。否定の表
現や名伺句への転換は可能である。ほとんど文の述都として使用される。過去形は可
能であるが、遺体修飾 句中への退用修飾続の挿入、受身表現などはできず、文法函
で比較的制約が多い.
5 おわりに
本舗では動翻伎の f気Jの慣周表現として"気に病む"を取り上げたが、現代
(19由、筑脂)の実際の問倒を通して、意味及ぴその原因が明らかになった。今後は、
“気がとがめる"と類袋性の高い"jKが差す"という逮巡の表現、“気が悪い"という
形容罰形容動鯛位の感情表現、“気にする"“気になる"μ気にかかる"“気にかける"
“気が痛む""気で気を病む"“気が務ちる"“気が務ち込む"“気が避ける" 気が沈む"
"気が滅入る"“気が省壊する"“気がふさ~"“気が腐る"“気が詰まる"“気も漫ろだ"
などの表現の考察を課題としたい.
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